
福岡県内市町村　令和６年度脱炭素関連事業（家庭向け）
令和６年４月時点

担当部署名 電話番号

●対象者
・個人：福岡市に１年以上継続して住民登録をしている者
・事業者：福岡市に事業所等を有する個人事業主又は法人
　（独立行政法人等の公法人、国又は地方公共団体が50％以上出資する法人を除く）※FCVのみ
・リース会社：個人又は事業者とリース契約を締結し、電気自動車等（事業者はFCVのみ）を貸し出す者
・自治協議会：「福岡市自治協議会に関する要綱」の規定により区長が登録したもの
・その他申請要件を全て満たす者であること

令和6年5月7日～令和7年2月28日
https://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/j-
suishin/hp/ev_hojo.html

●対象者
・福岡市内の駐車場等を所有もしくは管理する者または所有者等から設置もしくは管理の許可を得た者
であること
・分譲集合住宅においては、管理組合または管理組合から設置もしくは管理の許可を得た者であること
・その他申請要件を全て満たす者であること

令和6年5月7日～令和7年1月31日
https://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/j-
suishin/hp/bc_hojo.html

住宅用エネルギーシステムの導入支援
事業

自家消費型の住宅用エネルギーシステムの導入を図るとともに、再生可能エネルギーの導入及び省エネルギーを推進することを目的に、住宅用エネルギーシステムの設置
にかかる経費の一部を助成。
●補助内容
〈単体補助〉
●「住宅用太陽光発電システム」「家庭用燃料電池」のいずれか１つを単体で導入する場合
　①住宅用太陽光発電システム
　（集合住宅（敷地内の駐車場含む。）への設置に限る）
　：発電出力1kWあたり2万円（上限60万円）
　②家庭用燃料電池
　：5万円（単体で導入する場合は上限200件）
〈組み合わせ補助〉
●「リチウムイオン蓄電システム」「V2Hシステム」「高効率給湯器（エコキュート）」「家庭用燃料電池」のいずれか１つ又は組み合わせて導入する場合
（住宅用太陽光発電システムとHEMSの設置が条件）
　①リチウムイオン蓄電システム
    ：機器費（消費税除く）の1/2 (上限40万円)
　②V2Hシステム
    ：機器費（消費税除く）の1/2 (上限20万円)
　③高効率給湯器（エコキュート）：2万円
　④家庭用燃料電池：5万円
　⑤太陽光発電システム：
　　＜戸建住宅＞発電出力1kWあたり2万円 （上限10万円)
　　＜集合住宅＞発電出力1kWあたり2万円 (上限60万円)

●対象者
補助金の交付対象申請の審査時に福岡市税に係る徴収金（福岡市税及び延滞金等）に滞納がなく、福
岡市内の住宅に補助対象システムを設置又は補助対象システムが設置された福岡市内の住宅を購入す
る個人。（※別途要件あり）

令和6年5月7日～令和7年1月31日 脱炭素事業推進課 092-711-4204
https://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/j-
suishin/hp/energy-system_reiwa.html

ECOチャレンジ応援事業

市民にあらかじめ接待した脱炭素行動（エコアクション）に取組んでもらい、各自が取り組んだエコアクションに対して、交通系ICカードのポイントをインセンティブとして付与
●募集世帯　4,000世帯
●付与ポイント　上限5,000ポイント
●主なエコアクション
　再生可能エネルギー由来電力の購入
　電気・ガス使用量の削減
　フードドライブへの参加

●参加申込要件
①福岡市内の住居に居住の世帯
②交通系ICカード（はやかけん、ニモカ、スゴカ）のいずれかを所有
③脱炭素行動に積極的に取り組む意欲がある

4,000

参加世帯募集
令和6年5月7日～令和6年12月31日

エコアクション報告
令和6年6月1日～令和7年1月31日

脱炭素社会推進課 092-711-4282
https://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/s-
suishin/hp/ecochallenge2023.html

緑のカーテンコンテスト 市内で令和6年春以降に設置した、朝顔やゴーヤ、へちまなどのつる性植物による緑のカーテンに予知組む個人及び団体を表彰
●募集部門
　家庭部門／戸建の部、集合住宅の部
　団体部門／企業、学校、保育園、幼稚園、地域団体等

応募期間
令和6年8月中

WEB投票期間
令和6年9月中

脱炭素社会推進課 092-711-4282
https://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/s-
suishin/midori_no_katen_project.html

地域の脱炭素型ライフスタイルサポート
事業

地域における環境人材の育成や、アプリを活用した省エネやリサイクルの実践など脱炭素型ライフスタイルへの転換を後押し。

（１）環境人材育成
地域での脱炭素行動の広がりを担う中核となる人材を確保・育成することを目的として、環境委員等に脱炭素ファシリテーター等の資格取得を支援し、資格取得後は地域で
活用。
　●報酬　２０万円/上限

（２）行動変容アプリの活用
　環境行動スコア化、スコア化ランキング等のアプリを構築し、市民へ提供する。

（１）環境人材育成
●対象
　環境委員等脱炭素行動の広がりを担う者
●要件
　脱炭素ファシリテーターの資格を取得し、地域で活用すること。
（２）行動変容アプリの活用
●対象
　市内居住者

（１）環境人材育成
　７人

（２）行動変容アプリの活用
　目標：17,000ダウンロード

（１）環境人材育成
令和６年７月～令和７年３月（予定）

（２）行動変容アプリの活用
アプリリリース
令和６年８月中～（予定）

脱炭素社会推進課 092-711-4282

福岡市防犯灯補助事業（工事費）

自治会等が行う防犯灯の新設、取替、移設、撤去工事にかかる費用を補助するもの。（ただし、新設および取替工事についてはLED照明器具の設置に伴う工事に限る。）

●補助率：新設および取替工事については、２／３以下、その他の工事については１／２以下とする。
●上限額：以下の表のとおり

●対象者
　自治会等の地域団体

令和6年4月～
令和6年11月
（毎年実施）

道路下水道局
道路維持課

092-711-4488
https://www.city.fukuoka.lg.jp/doro-
gesuido/doroiji/hp/bouhantou.html

直方市省エネ家電製品買換え促進補助
金

　一定基準を満たす省エネ家電を買換え目的で購入した世帯を対象に補助金を交付
●冷蔵庫・エアコンの本体価格、給湯器の本体価格

●上限：
・冷蔵庫・エアコン：補助率 1/4（上限:市内地場店50,000円・大手量販店30,000円）
・給湯器：補助率 1/4（上限:市内地場店100,000円・大手量販店60,000円）

●対象商品
・冷蔵庫　　目標年度2021年度
　　　　　　　省エネ基準達成率100％
・エアコン　目標年度2027年度
　　　　　　　省エネ基準達成率100％
・給湯器　　目標年度2025年度
　　　　　　　省エネ基準達成率100％

●対象者
直方市に居住し、住民登録を行っている人
●要件
・市内の販売店(インターネット等の通販での購入は不可)で購入した対象製品を市内の自宅に設置する
こと
・自らが居住する市内住居で使用している補助対象家電を買換えのためにリサイクル処分すること
・同一家電製品の買換えに限る（冷蔵庫→冷蔵庫 〇　冷蔵庫→エアコン ×）
・新品（未使用品）に限る。※中古品（リユース品）は対象外
・買換えではなく新規購入・増設は対象外

※国の補助金との併用は可能だが、交付を受けた場合はその額を除く

120件 令和6年6月～令和6年10月 環境政策課 0949-25-2123 直方市HP公開予定

5 飯塚市 住宅改修補助事業

市内の快適な住環境の整備及び中古住宅を活用した定住化の促進を図るため、市内に住民登録をしている市民（予定者を含む）が、市内の施工業者によって住宅の改修工
事（省エネやバリアフリー工事など）を行う場合に、経費の一部を補助金として交付する。
●補助内容
　補助率1/10、補助額8万円（上限）
　別途15歳未満1名につき2万円加算

●補助対象者
住宅に居住する（予定者含む）住宅の所有者
●対象工事
市内施工業者による工事
※別途要件あり
●工事完了後５年以上居住

230 令和6年4月1日～令和7年1月31日 建設政策課 0948-22-5515（直通）
https://www.city.iizuka.lg.jp/jyukankyo/jyuutakukaishuuhoj
okin.html

飯塚市定住促進住宅改修
補助金交付要綱
https://www.city.iizuka.lg.jp
/jyukankyo/documents/si
nnseisyopdf_1.pdf

6 田川市 田川市住宅改修工事補助金（省エネ）
●補助率４/１０以内
●補助額３０万円以内（上限）

●対象者
田川市内の現在居住している住居又は居住予定の住居について、複数開口部の断熱リフォーム工事を
行う予定の方
●要件
・耐震性能を確保した建築物であること
・改修後の開口部が、国交省告示の仕様基準（断熱性能等に関する基準）を満たすこと
・田川市内の業者を利用し、その業者が田川市の入札関係名簿に登録されていること 又は 国県の建設
業許可を受けていること

※国や市町村の補助金との併用不可

30 令和6年4月～令和7年3月
建築住宅課住宅政策
係

0947-85-7152 https://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/kiji0032215/index.html

ＨＰのＵＲＬ 備考事業概要 対象、要件、補助条件 実施予定件数

092-711-4204脱炭素事業推進課

実施時期（予定）
問い合わせ先

No.

次世代自動車の普及に向けた支援事業

電気自動車等の普及により地球温暖化対策を進めるため、電気自動車（EV）・プラグインハイブリッド自動車（PHEV）・燃料電池自動車（FCV）の購入経費の一部及び電気自
動車等の充電設備の設置経費の一部を助成。

●補助内容
・電気自動車(EV)：10万円（条件により５万円を加算）
・プラグインハイブリッド自動車(PHEV)：５万円
・燃料電池自動車(FCV)：60万円

・急速充電設備（定格出力が30kW以上）：　補助対象経費の1/2　　上限100万円/基
・普通充電設備、充電用コンセント又は充電用コンセントスタンド：　補助対象経費から国等からの補助金を除いた額の1/2（上限100万円/施設、1基あたり上限20万円）

市町村名 事業の名称

4

2 福岡市

直方市

工事の種類 新設 取替 移　設 撤　去

灯具本体 19,000円 19,000円 9,000円 4,000円

ランプ取替
(LEDに限る)

19,000円

ポール 35,000円 35,000円 22,000円 11,000円

灯具及びポール 54,000円 54,000円 22,000円 11,000円

https://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/j-suishin/hp/ev_hojo.html#
https://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/j-suishin/hp/ev_hojo.html#
https://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/j-suishin/hp/bc_hojo.html#
https://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/j-suishin/hp/bc_hojo.html#
https://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/j-suishin/hp/energy-system_reiwa.html
https://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/j-suishin/hp/energy-system_reiwa.html
https://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/s-suishin/hp/ecochallenge2023.html#
https://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/s-suishin/hp/ecochallenge2023.html#
https://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/s-suishin/midori_no_katen_project.html#
https://www.city.fukuoka.lg.jp/kankyo/s-suishin/midori_no_katen_project.html#
https://www.city.iizuka.lg.jp/jyukankyo/jyuutakukaishuuhojokin.html#
https://www.city.iizuka.lg.jp/jyukankyo/jyuutakukaishuuhojokin.html#


福岡県内市町村　令和６年度脱炭素関連事業（家庭向け）
令和６年４月時点

担当部署名 電話番号

ＨＰのＵＲＬ 備考事業概要 対象、要件、補助条件 実施予定件数 実施時期（予定）
問い合わせ先

No. 市町村名 事業の名称

7 柳川市 柳川市住宅用太陽光発電システム等設
置事業補助金

補助額：太陽電池モジュール公称最大出力合計値1kwあたり2万円（上限8万円）、蓄電池公称最大蓄電容量1kwhあたり1万円（上限4万円）

●対象者及び対象システム
（詳細は補助金交付要綱を参照）
・市税の滞納がないこと
・太陽電池モジュールの最大出力が10kw未満であること

40
令和6年4月～令和7年3月（予算がなくな
り次第終了）

生活環境課 0944-77-8485
https://www.city.yanagawa.fukuoka.jp/kurashi/gomikankyo
/3969.html

8 八女市
再生可能エネルギー事業
（八女市住宅用太陽光発電システム等
設置費補助金交付事業）

住宅等に太陽光システム・蓄電池を新たに設置する者に対して補助金を交付（余剰電力販売契約のみ対象）

●補助
〈太陽光システム〉発電出力1キロワットあたり２万円
〈蓄電池〉１件あたり７万円
●上限
太陽光システム８万円、蓄電池７万円

●対象者
対象システムを設置する市内の住宅に住民登録がある個人
●要件
申請年度内に工事が完了し、実績報告書が提出できる人

〈太陽光システム〉40件
〈蓄電池〉

40件

令和6年4月～
令和6年12月

企画部　企画政策課
脱炭素社会推進係

0943-24-9125

庁舎移転までは下記番号
0943-23-1462

https://www.city.yame.fukuoka.jp/soshiki/3/3/datsutanso
/2/11108.html

9 行橋市 行橋市次世代自動車等導入補助金事
業

行橋市内において自動車から排出される地球温暖化の原因となる温室効果ガス削減のため、電気自動車、プラグインハイブリッド自動車及び燃料電池自動車の普及を推進
していくため市民又は事業者に対し、予算の範囲内で次世代自動車等導入費補助金を交付する。

●補助内容
１．車種
電気自動車、燃料電池自動車、プラグインハイブリット自動車
２．補助金額
電気自動車　　本体価格×5％（上限15万円）
燃料電池自動車　本体価格×5％（上限15万円）
プラグインハイブリット　本体価格×3％（上限10万円）
※本体価格とは、一般社団法人次世代自動車振興センターが定めるクリーンエネルギー自動車導入促進対策費補助金業務実施細則別表１に記載された定価。

●対象者
市民、市内事業者

30台前後 令和6年5月～令和7年3月まで 環境課 0930-25-1111
https://www.city.yukuhashi.fukuoka.jp/soshiki/30/13347.h
tml

10 筑紫野市 令和6年度筑紫野市住宅用エコエネル
ギー導入促進事業

低炭素社会の構築を目指し、再生可能エネルギーの普及を図ると共に、地場産業の育成、地域活性化に役立てるため、住宅用太陽光発電、民生用燃料電池および住宅用
蓄電池を住宅に設置する人を対象に、補助金を交付。
補助額10万円以内（上限）

・市内の住宅にシステムを設置しようとする者。ただし、システムの種類ごとに、一世帯または一つの住宅
につき一回限りとする。
・市内事業者と工事請負契約を締結し設置する者。
・旧筑紫野市緊急経済対策事業住宅改修工事補助金交付要綱（平成22年度筑紫野市要綱第7号）及び
平成23年度筑紫野市緊急経済対策事業住宅改修工事補助金交付要綱（平成23年度筑紫野市要綱第
25号）による太陽光発電等の自然エネルギーの利用に関する補助金を受けたことがない者
・システムを設置する住宅が申請者の所有物でない場合は、書面による所有者の設置承諾を受けている
者。
・世帯全員が市税を滞納していない者。

50 令和6年4月から 環境課 092-923-1111 https://www.city.chikushino.fukuoka.jp/soshiki/29/25863.html

先着順、予算の範囲内で
の受付となりますので、予
算額に達した場合は、受付
を終了します。

大野城市再生可能エネルギー機器等設
置補助金制度

太陽光発電システム、定置用蓄電システム等の再生可能エネルギー機器の設置について、予算の範囲内において適正かつ円滑に補助金を交付することにより、市民の省
エネルギーや節電に対する意識の向上を図るとともに、再生可能エネルギーの普及を促進し、ゼロカーボンを推進するもの。

・太陽光発電パネル2万円/kW
（最大5kWまで）
　※市内事業者による設置の場合、
　　5千円/㎾の加算あり。
・定置蓄電池　　　8万円
・HEMS　　　　　　　2万円
・V2H充放電設備　8万円

・自らが居住する市内の住宅に再生可能エネルギー機器等を設置した者
・再生可能エネルギー機器等が付いている新築住宅を購入した者
・市内に所有する建築物に再生可能エネルギー機器等を設置した事業者
・同一の建築物において当該補助金の交付を受けていない者
・本市の住民基本台帳に登録されている者（個人のみ）
・発電した電力の全量を電力会社に売電していない者等

太陽光発電設備120件、定置蓄電池
100件、HEMS30件、V2H充放電設備

10件
令和6年4月～令和7年3月 循環型社会推進課 092-580-1886 https://www.city.onojo.fukuoka.jp/s068/saiseikanou.html

大野城市次世代自動車普及促進補助
金交付事業

次世代自動車のうち二酸化炭素や窒素酸化物などの、環境に有害な排出ガスが少ない、又は出さないクリーンエネルギー自動車（以下、「ＣＥＶ」という。）及び充電設備の新
規購入について、経費の一部を助成することによりＣＥＶの普及促進を図り、ゼロカーボンを推進するもの。

（CEV）
・電気自動車10万円
・プラグインハイブリッド自動車5万円
・燃料電池自動車20万円

（充電設備）
・急速充電設備、普通充電設備、充電用コンセント
補助率　本体価格の1/3、上限8万円

（CEV）
・車両の購入者であり、自動車検査証の使用者及び所有者欄に記載されている個人又は法人であるこ
と。(リース の場合は使用者欄に記載されていること。)
・申請年度又は前年度に補助対象車両の初年度登録又は初度検査を行っていること。
・自動車検査証の自家用・事業用の別の欄を「自家用」として登録していること。
・輸入車の場合は、国土交通省による型式認定を受けている車両であること。

（充電設備）
・市内の住宅又は市内に所在する事務所若しくは事業所に設置していること。
・申請年度又は前年度に補助対象設備の設置を行っていること。
・分譲共同住宅は充電設備の設置が「住民総会」等で決議されている又は理事会で合意されているこ
と。

電気自動車100件、プラグインハイブ
リッド自動車40件、燃料電池自動車1

件、充電設備30件
令和6年4月～令和7年3月 循環型社会推進課 092-580-1886

https://www.city.onojo.fukuoka.jp/s068/030/010/030/202
30714153727.html

大野城市省エネ住宅推進補助金交付事
業

ゼロカーボンシティの実現を加速化させるため、ネット・ゼロ・エネルギー・ハウスを導入する者に対し、予算の範囲内において補助金を交付するもの。

対象となる住宅は、国ＺＥＨ補助金の補助対象として認められた住宅又は指針に基づき一般社団法人住
宅性能評価・表示協会が評価する書面によりＺＥＨであることが示された住宅のうち、次のいずれかに該
当し、かつ、自らが居住する市内の戸建て住宅とする。
・補助対象住宅を新築する場合
・補助対象住宅である新築建売住宅を購入する場合
・既存の住宅をＺＥＨに改修する場合

70 令和6年6月～令和7年3月 循環型社会推進課 092-580-1886 大野城市ＨＰで公開予定

ECOチャレンジ応援事業

●福岡市地球温暖化対策市民協議会（事務局：福岡市）が実施している事業に令和6年度に加入。
市民にあらかじめ設定した脱炭素行動（エコアクション）に取組んでもらい、各自が取り組んだエコアクションに対して、交通系ICカードのポイントをインセンティブとして付与
●募集世帯　1,000世帯
●付与ポイント　上限5,000ポイント
●主なエコアクション
　再生可能エネルギー由来電力の購入
　電気・ガス使用量の削減
　地域産農水産物の購入（福岡県内産,地元産）

●参加申込要件
①宗像市内の住居に居住の世帯
②交通系ICカード（はやかけん、ニモカ、スゴカ）のいずれかを所有
③脱炭素行動に積極的に取り組む意欲がある

1,000

参加世帯募集
令和6年5月7日～令和6年12月31日

エコアクション報告
令和6年6月1日～令和7年1月31日

脱炭素社会推進課 0940-36-9875 https://ecochallenge2024.jp/

13 太宰府市 令和6年度太宰府市地球温暖化対策推
進補助金

戸建て住宅のネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ＺＥＨ）の国の認証を受けた人、戸建て住宅用再生可能エネルギー発電等設備（太陽光発電システム、蓄電池システム、家庭
用燃料電池（エネファーム））を住宅に設置した人、次世代自動車（電気自動車（ＥＶ）、燃料電池自動車（ＦＣＶ）、プラグインハイブリット自動車（ＰＨＶ・ＰＨＥＶ））を購入した人
を対象に補助金を交付

・ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ＺＥＨ） ：200,000円
・太陽光発電システム：出力1キロワットあたり
20,000円（上限100,000円）
・蓄電池システム：容量1キロワットアワーあたり
25,000円（上限100,000円）
・家庭用燃料電池システム（エネファーム）：100,000円
・電気自動車（ＥＶ）：100,000円
・燃料電池自動車（ＦＣＶ）：100,000円
・プラグインハイブリット自動車（ＰＨＶ・ＰＨＥＶ）：50,000円

1.市内に住所を有し、住民基本台帳に記録されている人（次世代自動車の補助を申請する場合は、太宰
府市に1年以上継続して住民登録がなされている人）
2.市税を滞納していない人
3.補助を受けた対象設備および次世代自動車を適切に維持管理ができる人で2年間利用状況報告書を
提出できる人

※国の補助金との併用可

令和6年5月～令和7年2月 環境課 092-921-2121（内線308） https://www.city.dazaifu.lg.jp/soshiki/10/16149.html

宗像市

11

12

大野城市

https://www.city.yanagawa.fukuoka.jp/kurashi/gomikankyo/3969.html#
https://www.city.yanagawa.fukuoka.jp/kurashi/gomikankyo/3969.html#
https://www.city.yame.fukuoka.jp/soshiki/3/3/datsutanso/2/11108.html#
https://www.city.yame.fukuoka.jp/soshiki/3/3/datsutanso/2/11108.html#
https://www.city.yukuhashi.fukuoka.jp/soshiki/30/13347.html#
https://www.city.yukuhashi.fukuoka.jp/soshiki/30/13347.html#
https://ecochallenge2024.jp/#
https://www.city.dazaifu.lg.jp/soshiki/10/16149.html#


福岡県内市町村　令和６年度脱炭素関連事業（家庭向け）
令和６年４月時点

担当部署名 電話番号

ＨＰのＵＲＬ 備考事業概要 対象、要件、補助条件 実施予定件数 実施時期（予定）
問い合わせ先

No. 市町村名 事業の名称

ECOチャレンジ応援事業

市民にあらかじめ接待した脱炭素行動（エコアクション）に取組んでもらい、各自が取り組んだエコアクションに対して、交通系ICカードのポイントをインセンティブとして付与

●募集生体　200世帯
●付与ポイント　上限5,000ポイント
●主なエコアクション
　うちエコ診断WEB版の受診
　再生可能エネルギー由来電力の購入
　電気・ガス使用量の削減
　地域産農水産物の購入（福岡県内産）

●参加申込要件
①古賀市内の住居に居住の世帯
②交通系ICカード（はやかけん、ニモカ、スゴカ）を所有していること
③脱炭素行動に積極的に取り組む意欲がある

200世帯

参加世帯募集
令和6年5月7日～令和6年12月31日

エコアクション報告期間
令和6年6月1日～令和7年1月31日

環境課 092-942-1127 https://ecochallenge2024.jp/
申し込み先・問合せ先は、

ECOチャレンジ事務局
(050-1754-8223)

古賀市「うちエコ診断」事業 家庭の水道光熱費の情報から、温室効果ガス排出量を見える化します。家庭の状況に合わせた省エネ・節電対策を紹介
●対象者
「市内在住の方」

30世帯 令和6年4月1日～令和7年3月31日 環境課 092-942-1127 古賀市HPで掲載予定
日程調整等が必要なた
め、電話でご相談ください。

15 嘉麻市 嘉麻市住宅用太陽光発電設置費補助
金交付事業

住宅用の太陽光発電システム設置者に補助金を交付する

・電力会社と電灯契約及び余剰電力の受給契約を締結できる個人
・対象システムを設置する建物は、住居として使用されているものであること（店舗・事務所等との併用住
宅含む）
※対象システムを設置する建物が申請者の所有物でないときは、建物の所有者の同意書が必要
・補助金交付の申請時に、申請者及び申請者と世帯を同一とする者において、市の税金などに滞納がな
いこと
・同一の住宅及び同一の世帯において、これまでにこの補助金の交付を受けていないこと
・定期報告書等で、令和4年度の1年間、使用状況のデータ提出ができること

25件 令和6年4月～令和7年3月 環境課 0948-42-7428 https://www.city.kama.lg.jp/soshiki/11/34217.html

16 朝倉市 令和６年度　朝倉市ゼロカーボン推進
補助金

再生可能エネルギー設備等（太陽光発電設備、電気自動車等、Ｖ２Ｈ、ＺＥＨ）の導入に対する補助
・太陽光発電設備
システムの最大出力値１キロワット（小数点第２位未満の端数があるときは切り捨て）に１万円を乗じて得た額（１,０００円未満切り捨て）とし、８万円を上限。

・電気自動車等
１件につき３万円。ただし、使用の本拠の位置の住宅等に太陽光発電設備（電力会社と電力受給契約が締結されていること。）及びＶ２Ｈが設置されている場合は、１件につ
き１０万円。

・電気自動車充給電設備（Ｖ２Ｈ）
購入設置に係る費用の額（消費税等を含む。）に１０パーセントの割合を乗じて得た額（１，０００円未満切り捨て）とし、５万円を上限。ただし、設備を設置する住宅等太陽光発
電設備が設置され、電力会社との電力受給契約が結ばれている場合は、７万円を上限。

・ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ＺＥＨ）
住宅の延床面積に３，０００円を乗じて得た額（１，０００円未満切り捨て）とし、３０万円を上限。ただし、ＮｅａｒｌｙＺＥＨの場合は、住宅の延床面積に１，０００円を乗じて得た額
（１，０００円未満切り捨て）とし、１０万円を上限。

対象者：個人
条件：
（１）朝倉市に居住している方（朝倉市に住民登録のある方）、又は朝倉市に居住予定の方（実績報告ま
でに住民登録ができる方）
（２）市税の滞納がないこと。
（３）同一世帯又は同一生計者全員が暴力団員でないこと。
「国や県の補助金との併用可」

令和6年4月-令和7年3月7日 環境課 0946-23-1153
https://www.city.asakura.lg.jp/www/contents/1674601845
067/index.html

予算の上限に達し次第、受
付を終了することがありま
す。

住宅用太陽光発電システム等設置費補
助金

①太陽光発電システム設置補助　２万円/１kw 上限８万円
②蓄電池設置補助　２万円/1kwh　上限１０万円
③パワーコンディショナ取替え補助　１万円/1kw　上限５万円

●補助の対象となる機器等
｛①太陽光発電システム｝
(1)　住宅の屋根に適した太陽電池による発電設備（太陽電池モジュールの公称最大出力又はパワーコ
ンディショナの定格出力のいずれかが10kw未満のものに限る。）であること
(2)  電力会社と電灯契約及び余剰電力の販売契約を締結できるもの。
※増設及び全量販売契約は対象外です。
(3)  システムは、すべて未使用品であること
｛②蓄電池｝
(1)　太陽光発電システムが設置されている住宅に設置するもので、「ECHONET Lite」に対応し、かつ、
AIF認証を取得した定置式リチウムイオン蓄電池であること
(2)　蓄電池は、未使用品であること
｛③老朽化したパワコンの取替え｝
(1)　システム設置後10年経過し、発電効率低下による取替えを行うもの。
(2)　パワコンは未使用品であること

- 令和６年４月～令和７年３月 環境政策課 0944-64-1545
https://www.city.miyama.lg.jp/s031/kurashi/050/050/ehoj
yo.html

先着順。予算がなくなり次
第終了。

みやま市省エネルギー家電買替促進事
業

一定基準を満たす省エネ家電を買替え目的で購入された世帯を対象に、デジタル地域通貨を付与します。

●補助率：5万円以上の購入金額の1/2
●上限：3万円分の地域通貨（市内店舗購入は1万円分の加算）
●補助対象家電：
　エアコン、冷蔵庫、テレビ

【対象者の主な条件】
① みやま市民の方
② 購入した電化製品は、みやま市内のご自宅に設置すること（事業用に購入した物は対象外）
③ 既存の家電製品を適正に処分（リサイクル）すること
④ 市税に滞納がないこと
⑤ １世帯１回のみ申請可
⑥ 他の自治体から既に同様の補助金を受けていないこと

【対象家電】
① 冷蔵庫(省ｴﾈ基準達成率(目標年度2021年度)が100%以上のもの)
② エアコン(省ｴﾈ基準達成率(目標年度2027年度)が100%以上のもの)
③ テレビ(省ｴﾈ基準達成率(目標年度2026年度)が100%以上のもの)

７００件程度

【購入期間】令和6年4月1日（月）～令和6
年9月30日（月）
【受付期間】令和6年4月12日（金）～令和
6年10月11日（金）

環境政策課 0944-64-1545
https://www.city.miyama.lg.jp/s031/kurashi/040/20240312
.html

令和６年新規事業
先着順。予算がなくなし次
第終了。

18 那珂川市 那珂川市住宅改修工事費補助金制度 住宅改修工事に要した工事費の10分の1に相当する金額（千円未満切り捨て）で、10万円を限度とします。

●対象者
次のすべての要件を満たす人です。
・本市の住民基本台帳に登録された住所の所有者であり、現にその住宅に居住していること
・世帯員全員の市税および税外収入金に滞納がないこと
・世帯全員が暴力団員ではないこと、あるいは暴力団員でなくなった日から5年を経過していること

●対象住宅
市内在住の人が市内に所有する専用住宅、併用住宅の住居部分および分譲マンションの専有部分

●要件
・令和6年4月1日以降に交付決定を受けて行う改修工事
・市内の施工業者が請け負う住宅改修工事で、工事費（消費税を除く）が10万円以上のもので、令和7年
3月31日までに工事が完了し、完了届が提出できる改修工事

50件 令和6年4月1日～令和7年3月31日 都市計画課 092-408-7996
https://www.city.nakagawa.lg.jp/soshiki/16/jutakukaisyuko
ujihojo.html

19 志免町 ECOチャレンジ応援事業

住民にあらかじめ接待した脱炭素行動（エコアクション）に取組んでもらい、各自が取り組んだエコアクションに対して、交通系ICカードのポイントをインセンティブとして付与

●募集世帯　500世帯
●付与ポイント　上限5,000ポイント
●主なエコアクション
　省エネ家電の購入
　再生可能エネルギー由来電力の購入
　電気・ガス使用量の削減

●参加申込要件
①志免町内の住居に居住の世帯、②交通系ICカード（はやかけん、ニモカ、スゴカ）のいずれかを所有、
③脱炭素行動に積極的に取り組む意欲がある

500

参加世帯募集
令和6年5月7日～令和6年12月31日

エコアクション報告
令和6年6月1日～令和7年1月31日

生活安全課生活環境
係

092-935-1136 志免町HPで５月頃公開予定

20 新宮町 ＥＣＯチャレンジ応援事業

●福岡市地球温暖化対策市民協議会（事務局：福岡市）が実施している事業に令和５年度から加入。

●事前申し込み制で、定められたエコアクション（脱炭素行動）に取り組むことで、交通系ＩＤカードで使用できるポイントが付与される。

●先着３００名までは年間上限５，０００ポイント

●新宮町内の住居に居住の世帯

●交通系ＩＣカードを所有している（はやかけん、ｎｉｍｏｃａ、ＳＵＧＯＣＡ）

●脱炭素行動に積極的に取り組む意欲がある

300
●令和６年度
※募集期間：令和６年５月７日から１２月
３１

環境課 092-963-1732 新宮町HPで公開予定

粕屋町生ごみ発酵処理容器購入補助
金交付制度

年々増大する家庭生活の中から出る生ごみを住民自らが処理することを奨励し、町が処理する生ごみの減量化を図るため、生ごみ発酵処理容器を購入した者に対する補助
金の交付を行う。
●補助額：購入費の２/１（１００円未満は切捨てる）

●対象者
粕屋町の住民基本台帳に記録されている者で、現に居住しているもの。
●補助条件
・容器を購入し、処理後の堆肥を自家処理できること。
・継続して容器を使用できること。
・補助金は、１世帯当たり５年間に２個を限度とする。

20 令和6年4月～令和7年3月
道路環境
整備課

092-938-0198 粕屋町HPで公開予定

14

17

21

古賀市

みやま市

粕屋町

https://ecochallenge2024.jp/#
https://www.city.kama.lg.jp/soshiki/11/34217.html
https://www.city.asakura.lg.jp/www/contents/1674601845067/index.html
https://www.city.asakura.lg.jp/www/contents/1674601845067/index.html
https://www.city.miyama.lg.jp/s031/kurashi/050/050/ehojyo.html#
https://www.city.miyama.lg.jp/s031/kurashi/050/050/ehojyo.html#
https://www.city.miyama.lg.jp/s031/kurashi/040/20240312.html#
https://www.city.miyama.lg.jp/s031/kurashi/040/20240312.html#


福岡県内市町村　令和６年度脱炭素関連事業（家庭向け）
令和６年４月時点

担当部署名 電話番号

ＨＰのＵＲＬ 備考事業概要 対象、要件、補助条件 実施予定件数 実施時期（予定）
問い合わせ先

No. 市町村名 事業の名称

粕屋町生ごみ処理機購入費補助金交
付制度

町内の一般家庭から排出される生ごみの減量化又は再資源化等を促進するために、生ごみ処理機を購入した者に対し、予算の範囲内で町が補助金の交付を行う。
●補助額：購入費の２/１（１００円未満は切捨てる）
●上限：２万円

●対象者
粕屋町の住民基本台帳に記録されている者で、現に居住しているもの。
●補助条件
・補助金の対象となる生ごみ処理機は、電気を使って、生ごみを温風乾燥や微生物分解させるなどの方
法により、減量し、堆肥などとしても利用できるようにする機器とする。ただし、ディスポーザその他これに
類する機器は除く。
・補助金の交付は、一世帯につき１台とする。ただし、補助金の交付を受けた後５年間は、当該世帯に対
し、補助金の交付はしない。

20 令和6年4月～令和7年3月
道路環境
整備課

092-938-0198 粕屋町HPで公開予定

22 小竹町 小竹町住宅用地球温暖化対策設備設
置費補助金

家庭用燃料電池や高効率給湯器等を設置するものに対し、設置に係る経費の一部を補助。

●補助対象設備及び補助額
・家庭用燃料電池　　一律10万円
・高効率給湯器　　　　一律3万円

●対象者
町内居住者、町内の居住することとしている住宅に対象設備を設置する者、未使用の対象設備が設置さ
れた町内の住宅を自ら居住する目的で購入した者

令和6年4月～令和7年3月 農政環境課環境係 0949-62-1946
https://town.kotake.lg.jp/hpkiji/pub/detail.aspx?c_id=3&id=
2391&bk=slist

23 鞍手町 移住定住促進中古住宅リフォーム補助
金

補助率１/５以内、補助額20万円以内
【対象者】令和５年度４月１日から令和８年３月31日までに町外から転入し、中古住宅を取得してリフォー
ム工事した人
【対象工事】一般改修（屋根・外壁・内装・水回り）、バリアフリー化、省エネ化、耐震化

～令和８年３月31日
まちづくり課まちづくり
戦略係

0949-42-2111（内線311,312）
https://www.town.kurate.lg.jp/jyutaku/house_reform_r05.ht
ml

補助金を受けるためには
諸条件ありますので、必ず
ＨＰまたは担当部署にお問
い合わせの上、ご確認くだ
さい。

筑前町住宅用再生可能エネルギー促進
助成金制度

町住民が新たに対象システムを設置した場合、助成金を交付し、温暖化の防止および環境保全意識の高揚を図る。
太陽光発電システム：
25,000円/1ｋｗ（最大10万円）
蓄電池：
25,000円/1ｋｗ（最大10万円）

国、県から別に補助金等を受給している場合は対象外 合計80件 R6.4.1～R7.3.31 環境防災課環境係 0946-42-6613 www.town.chikuzen.fukuoka.jp 予算限りでの対応予定

筑前町生ごみ処理機等購入助成金制
度

家庭用の生ごみ処理機、生ごみ処理容器の購入について、生ごみの減量化及び再資源化を推進するため、助成金を交付するもの。
交付額：購入費用の2/3
（1世帯に処理機は1台、処理容器は2台）

国、県から別に補助金等を受給している場合は対象外
処理機30件

処理容器20件
R6.4.1～R7.3.31 環境防災課環境係 0946-42-6613 www.town.chikuzen.fukuoka.jp 予算限りでの対応予定

大木町地球温暖化対策支援補助金

①太陽熱利用システム設備　（一律５万円）

②定置用蓄電システム設備（一律10万円）

③電気自動車等充給電システム設備（一律10万円）

④電気自動車（EV）　（一律10万円）

①自然循環型又は強制循環型の太陽熱温水器

②次のいずれにも該当するもの
・太陽光発電システム設備と常時接続しているもの
・蓄電容量の合計が4kWh以上であるもの
・製造者による保証期間が10年以上あるもの

③次のいずれにも該当するもの
・太陽光発電システム設備と常時接続しているもの
・一般社団法人次世代自動車振興センターが実施する補助の補助対象V2H充放電設備一覧に記載され
ているもの又はCHAdeMO協議会の認証を受けているもの
・電気自動車等の自動車検査証における使用の本拠の位置が、電気自動車等充給電システム設備の設
置場所と同一であるもの

④次のいずれにも該当するもの。
・申請当該年度に自動車検査証の交付を受けられる車両であること。
・申請車両は、自動車検査証の自家用・事業用の別の欄が「自家用」であること。
・一般社団法人次世代自動車振興センターが実施する補助の補助対象車両一覧の電気自動車の欄に
記載されている車両であること。

①2件

②15件

③3件

④8件

令和6年5月
～令和7年3月

環境課 0944-32-1120
http://www.town.ooki.lg.jp/soshiki/kankyo/kankyo/kikou/h
ijyou/8019.html

21

24

25

粕屋町

筑前町

大木町

https://www.town.kurate.lg.jp/jyutaku/house_reform_r05.html
https://www.town.kurate.lg.jp/jyutaku/house_reform_r05.html
http://www.town.chikuzen.fukuoka.jp/#
http://www.town.chikuzen.fukuoka.jp/
http://www.town.ooki.lg.jp/soshiki/kankyo/kankyo/kikou/hijyou/8019.html
http://www.town.ooki.lg.jp/soshiki/kankyo/kankyo/kikou/hijyou/8019.html


福岡県内市町村　令和６年度脱炭素関連事業（家庭向け）
令和６年４月時点

担当部署名 電話番号

ＨＰのＵＲＬ 備考事業概要 対象、要件、補助条件 実施予定件数 実施時期（予定）
問い合わせ先

No. 市町村名 事業の名称

大木町地域脱炭素移行・再エネ推進重
点対策加速化事業（太陽光発電設備
等）補助金

①太陽光発電設備（自家消費型）

②蓄電池設備

①次に掲げる要件を全て満たすもの。
・個人の住宅の屋根に設置するものであること。
・商用化され、導入実績があるものであること。
・中古設備でないこと。
・既存設備からの置換の場合は、既存設備よりも㎾数が増加するもの。
・再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別措置法（平成23年法律第108号。以下「再エネ特
措法」という。）に基づくFIT制度又はFIP制度の認定を取得しない設備であること。
・電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第1項第5号ロに定める接続供給（自己託送）を行わない設
備であること。
・法定耐用年数を経過するまでの間、補助事業により取得した温室効果ガス排出削減効果について、J
－クレジット制度への登録を行わないこと。
・再エネ特措法に基づく事業計画策定ガイドライン（太陽光発電）（資源エネルギー庁）に定める遵守事項
に準拠して事業を行うこと。ただし、専らFITの認定を受けた者に対するものを除く。
・既存設備に増設を行う場合は、既存設備においてFITの認定を受けていない又はFITの契約期間が終
了していること。

②次に掲げる要件を全て満たすもの。
・補助金交付要綱の別表第2に定める仕様に適合するものであること。
・本補助金により設置する(1)太陽光発電設備の附帯設備であること。
・1kWh当たりの価格が15万5,000円（工事費を含むものとし、消費税及び地方消費税を除く。）以下の蓄
電池設備であること。（1kWh当たりの価格を算定する場合において、蓄電池の定格容量の値は、小数点
第2位以下を切り捨てるものとする。）
・原則として太陽光発電設備により発電した電気を蓄電するものであり、停電時のみに利用する非常用
予備電源ではなく、平時においても充放電を繰り返すことを前提とした設備であること。
・定置用の設備であること。
・商用化され、導入実績があるものであること。
・中古設備でないこと。
・既存設備の置換又は増設でないこと。

①太陽電池モジュールの公称最大出
力の合計値またはパワーコンディショ
ナの出力の合計値のいずれか低い値

（kW表示の小数点以下は切り捨て
る。）に1kWあたり7万円を乗じて得た
額とし、9kWに相当する額を限度とす

る。

②蓄電池の価格（設置に係る工事費
込み、消費税及び地方消費税を除く。）
に3分の1を乗じた額（千円未満の端数
が生じる場合は、これを切り捨てた額）
とし、15kWhに相当する額を限度とす

る。

令和6年5月
～令和7年3月

環境課 0944-32-1120 現在、公開に向け調整中

大木町地域脱炭素移行・再エネ推進重
点対策加速化事業（ZEH）補助金

ネット・ゼロ・エネルギーハウス（ZEH）導入補助

次に掲げる要件を満たす住宅
・大木町内に新築する住宅又は新たに購入する建売住宅であること。
・住宅の外皮性能は、地域区分毎に定められた強化外皮基準（UA値）以上であること。
・設計一次エネルギー消費量は、再生可能エネルギー等を除き、基準一次エネルギー消費量から20％以
上削減されていること。
・太陽光発電設備等の再生可能エネルギー発電設備を導入すること。（売電を行う場合は、余剰買取方
式によることとする。）
・設計一次エネルギー消費量は、再生可能エネルギー等を加えて、基準一次エネルギー消費量から
100％以上削減されていること。
・前各号に掲げるもののほか、国実施要領別紙2の2（2）エ（ツ）に定める要件を具備すること。

55万円
令和6年5月
～令和7年3月

環境課 0944-32-1120 現在、公開に向け調整中

26 苅田町 苅田町次世代自動車
購入費補助金交付事業

電気自動車等の次世代自動車を購入した町民・事業者に対し、購入費の一部を補助する。
●補助率：本体価格の5％
●上限額： ＥＶ　２０万円
　　　　　　 ＦＣＶ ３５万円
　　　　　 　ＰＨＶ １５万円

●対象者
　１年以上在住の町民、
　１年以上町内で継続している事業所
●初度登録の車両のみ
●３年間保有すること
●申請者が自ら使用する目的で購入又はリースした車両であること
※使用目的がレンタルやリースである場合は補助対象外

- 令和4年4月～令和7年3月 環境課 093-434-1834 https://www.town.kanda.lg.jp/page/1936.html

27 吉富町 よしとみ「エコまち」プロジェクト奨励金事
業

太陽光（１２万円）、蓄電池（８万円）、高効率給湯器（A:４万円、B:２万円）、EVバイク（１万円）、CEV（４万円）についてはそれぞれ一律。
省エネ家電（エアコン、LED、冷蔵庫冷凍庫、テレビ）については本体価格（税込）の1/3、上限７万円
※LEDのみ工事費含む

太陽光：出力１０ｋWh以下
高効率給湯器A（エコキュート、エネファーム）：年間給湯効率3.3以上
高効率給湯器B（エコジョーズ、エコフィール、ハイブリッド給湯器）：熱効率94％以上
EVバイク、CEV：次世代自動車振興センターのCEV補助金の対象車
エアコン：多段階評価点2.5以上（2027）
LED：LED以外→LEDへの買い替え
冷蔵庫冷凍庫：省エネ基準100％以上
テレビ：2012年以前の製造品から省エネ基準60％以上へ買い替え

合計約200件
令和6年4月～令和7年3月31日
※省エネ家電は6月1日～令和7年3月31
日

住民課 0979-24-1124
https://www.town.yoshitomi.lg.jp/gyosei/chosei/v995/y20
9/jumin/u173/

予算が上限に達し次第終
了

25 大木町


